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/ 論文審査の結果の要旨
 吉川圭太の論文は,カリブ海におけるシガテラ食中毒の主要原因毒であるカリビアンシガトキシン(C-
 CTX)の合成研究に関する五章からなる。カリビアンシガトキシンは太平洋産シガトキシン類(CTX)同
 様の生物活性を持つが,エーテル環が一個多く,少し構造が異なっている。特にLMN環部は,ジアキシ
 ャルにある二つのメチル基を7員環」二に有し,合成化学的に極めて挑戦的である。カリブ海におけるシガ
 テラ食中毒の予防と治療を目的として,天然からの入手が極めて困難なカリビアンシガトキシンの全合
 成を開始し,特にHIJKLMN環部の合成を検討して顕著な成果を得た。
 第一章では,カリビアンシガトキシン類の構造と化学,生物活性,および全合成上の問題点を整理し,
 合成計画について概説した。
 第二章では,カリビアンシガトキシン類のLM環部構築を検討した。ヒドロキシエポキシドの酸触媒環
 化や6員環からの環拡大等を検討したが,目的とするM環は構築できなかった。
 第三章では,ラジカル環化によってLMN環部を立体選択的に構築できる合成法を開発した。
 第四章では,HIJKLMN環部合成のモデル実験として,まず,HI環部とL環部からHIJKL環部の合成を
 検討し成功した。すなわち,山口エステル化によりHI環部とL環部を連結し,さらに,低原子価チタン錯
 体を用いた分子内カルボニルオレフィン化によってJ環部を構築した。立体選択的ヒドロホウ素化を含む
 数工程にてジチオアセタールヘと変換した。分子内ジチオアセタール環化によって環状0,S一アセタールを
 合成し,ラジカル還元によりK環部を構築した。これらの成果を踏まえて,HIJKLMN環部の合成を検討
 中である。
 第五章では,著者の研究成果を総括した。
 以上,本研究は,有機合成化学および天然物合成化学の分野に画期的な貢献をするもので,著者が自
 立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。従って,吉川圭太提
 出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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